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【研究主題】

集団活動を通 して豊かな人間性をはぐくむ指導の工夫

1は じめ に

1研 究のね らい

本研究では、生徒 には ぐくむべき 「生きる力」の中で特 に 「豊かな人間性」 に焦点をあて

た。 この 「豊かな人間性」は、様々な人間関係の中で自己 を適切 に表現 し、他者理解を深 め

る経験や 自己有用感 ・達成感 を味わ う経験、感動体験な どを通 して養 われ る。

そ こで、生徒が主体的に他者 とかかわる中で 「豊かな 人間性」 をはぐくむ集団活動の指導

につ いて探る こととした。

2研 究の背景と主題設定の理由

今 日社会は核家族化、少子化、地縁関係 の希薄化 などが進展 し、生徒たちは様々な場面で

人間関係 を練 る機会 に恵 まれな くな りつつある。その結果現代の若者は、希薄な人間関係、

規範意識 の低下、無気力 ・無感動、思 いや りの欠如な どの課題を抱 えている。 この現状をふ

まえ私たちは、 日々の教育活動の中で、特別活動の特質で ある集 団活動を通 して、生徒に他

者 を理解 し自己を適切 に表現す る能力、円滑 な人間関係 を構築す る能力、集団や社会の一員

としての自覚 をもち責任 ある行動を とることので きる能 力、さらには感動す る心や他者を思

いや る心な どを育成する ことが重要であると考え、標記研究主題 を設定 した。

3研 究の方法

生徒の人間関係 に対する意識 と現状 をとらえることを目的 にアンケー ト調査 を実施 した。

次 に調査結果の分析 をもとに、指導法の工夫 につ いて考察 を行 い、 これ に基づ いて下記の実

践 に取 り組んだ。実践後、成果 と課題 をまとめた。

実践事例

事例1

事例2

事例3

事例4

事例5

ホームルーム活動 コミュニケー シ ョン能 力の育成を図 る討論活動 の指導 の工夫

一4校 同時実施 の比較検討 一

生 徒 会 活 動 ボランティア活動を通 して社会性 をは ぐくむ指導 の工夫

一地域の環境美化活動を通 して一

生 徒 会 活 動 地域 との交 流を通 して、 リーダーシップをは ぐむ指導の工夫

学 校 行 事 達成感 と成就感 を味わ う行事運営の指導 の工夫

一クラス企画代表者による文化祭 の活性化 一

学 校 行 事 他者 と協 力す る態度 と自己有用感 をは ぐくむ指導 の工夫

一文化部生徒の協力による文化祭 の活性化 一
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ll生 徒の意識調査

1調 査方法

生徒の人間性 についての意識 と現状 を把握する ことを目的に、人間関係の状況、コミュニ

ケー ション能力、他者を思 いやる気持ち、規範意識 の4つ の観点でアンケー ト調査 を研究員

の所属す る普通高校6校 、専門高校3校 の423名 の生徒 を対象に実施 した。

2調 査結果 と考察

(1)人 間関係の状況につ いて

図1のQ14、Q33、Q35の 結果よ り、多 くの生徒が孤独感を抱き 自分の ことを理

解 して欲 しい と感 じているが、 自分 に自信がないために他人 とかかわ ることに対 して消極

的 になった り、一人の方が気が楽であるとも感 じている。 しか し、Q9の 結果 は、他者 と

かかわ ることを拒否 して いるのではなく人 と関わる機会 を求めて いる傾向 を示 している。

(図1)
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(2)コ ミュニケー ション能 力について

図2のQ2、Q10の 結果 は、ホームルームな どで の話 し合 い活動 がなかなか できな

い現 状 と一致 している。 この ように、集 団の中での コミュニケー シ ョン能 力が低下 の傾

向 にあると思われ る。

(図2)
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(3)他 者を思 いやる気持 ちやボランティア活動につ いて

図3のQ3、Q16の 結果は、他者 を思 いや る気持ちはあるものの具体的な行動 までに

は至っていない ことを示 している。また、ボ ランテ ィア活動 についての興 味は、われわれ

の予想よ り高 い数値 を示 したが、26.9%を 示 した 「やや興味が ある」 という生徒層へ

の働きか けが必要で ある。

(図3)
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(4)規 範意識ついて

図4のQ8、Q12、Q13の 結果よ り、集団生活のルールは必要だ と思 って いて も、

実際には守れて いな いことを示 してお り、規範意識 の薄れが結果 として現れて いる。

(図4)
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3「 豊 かな人間性をは ぐくむ」指導の工夫の考察

現代の高校生は、望 ま しい人間関係 を作 り出す能力 として不可欠な コミュニケー ション能

力や 自己表現力に乏 しく、集団の中で好 ましい人間関係を築 くという点 において悩み、孤独

感 を抱き、自信がな いため に他者 とかかわ り合 うことを避 ける傾向にある。 また、他者を思

いやる意識はあるもののボランティア活動 な どに自ら参加する態度は身に付 いて いない。

このような現状か ら 「豊かな人間性」をは ぐくむ指導 には、

(1)自 分の考えを まとめ発言 し、他者 の意見を聞 く機会

(2)他 者を思 いや る気持 ちや社会貢献 をす る機会

(3)達 成感や成就感を味わい、自己有用感 を持つ ことので きる機会

を意図的 ・計画的 に設ける ことが必要である。
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lll実 践 事 例

事例1ホ ームル ーム活動 コミュニケーシ ョン能力の育成を図る討論活動の指導の工夫

一4校 同時実施の比較検討 一

1指 導 のね らい

ホームルーム活動は、学習指導要領で は 「特別活動 における人間 としての在 り方生き方に

関する指導が行われ る中心的な場」 といえる。

生徒たち は将来 にお ける自己 の生 き方 を模索す る時期 にあるが 、個 々の価値観が多様化

し、 人間 としての在 り方生き方 にも様 々な変化が生 じて いるのが現況で ある。

そ こで、 「コミュニケー ション能力」 と 「問題解決能力」の育成 を主なね らいとして、意

見交換の低調 ・単調さが 目立つホームルーム活動 の活性化 を図 るとともに、生徒たちが多様

な価値観 を深め合い、 自己表現能 力を身に付 け、他者理解 を潔め、かつ論理的な思考能力を

養 うための手段 として、デ ィベー トとい う手法 を用 いることが有効 であると考え実践 を行っ

た。

本事例では、普通科、商業科、工業科 とい う3つ の学科 に学ぶ生徒につ いて、同 じテーマ

・手法 を用いて討論活動 を行 い、比較検 討す ることとした。

2対 象 A校 … 普通科

B校 … 普通科

C校 … 商業科

D校 … 工業科

3年 生

3年 生

3年 生

1年 生

35名(男 子19名

24名(男 子9名

33名(男 子5名

42名(男 子41名

女子16名)

女子15名)

女子28名)

女子1名)

3取 り組み

本事例 は、特 に 「コミュニケー ション能 力の育成」をね らいとして いるため、ディベー ト

の基本的な要素 とルール に、短時間かつどのクラスで も実施可能 となるよ う、多少の変更や

改良 を加えた。よって、勝負を争 うな ど本来のディベー トの意義すべて を網羅 した形とは し

ていない。論題 を立てる上では、生徒の興味 ・関心や進路指導の学習効果を考え、 「フ リー

ター には賛成か反対か」を4校 共通のテーマ とした。

(1)事 前指導

ホームルー ムの15分 か ら1時 間程度 を用い、論題や これか らの活動に関心 を持たせる

ための動機づ けを行 った。

まず、生徒の関心度 を計る とともに生徒自身が考 え、 また他 人の意見 をき くことで更 に

考 えを深める時間 をとり、 フリーター について抱 いて いるイメー ジや意見な どを自由に発

言 させた。

そ の後、ディベー トのベースづ くりとして生徒 自身の意見 をまとめ、理論立てた物事の

考 え方 を身につけさせ ることを 目的 として、各 自の考えをプ リン ト図5に 記入 させ た。

-5一



プ リン トは回収 し、討論活動前後 の変化 を

見 比べ るために現段階での賛成 ・反対 人数 を

数えておいた。

次 に、ホームルーム1時 間程度 を用 いて具

体的な準備を行 った。まず、ディベー トにっ

いて説明 し、さ らに、時間配分や各役割 の働

きや 内容を記 した台本を作成 し配布 した。

また、 クラス全体の論題 に対する知識 を深

める ことを目的 として フリー ターに関す る資

料 を配布 した。

続いてルール説明 を行 った。主に話 し合い

活動の基本的な要素 を取 り入れ、下記 の通 り

とした。ただ し、各学校 の現状 に合わせて こ

れ らのほかに もルールを増や した り変更 した

りした。

① 司会の指示や、審判 の注意に従 うこと

② 制限時間を守 ること

③

④ 他 人の話の最 中に口をはさまない こと

⑤ 討論 中の私語 はつつ しむ こと

(図5事 前指導用 プリン ト)

一 論理 の組立て 一

◆私の立場

フリーターには賛成か(賛 成,

◇立場の説明(理 由、根拠)

†

‡

◇予想される反論

①

②

◇反論に対する答え

①

②

◆私の結論

フリーターには(賛 成,反 対

反対)

)で ある

言葉づか いは丁寧 にし、や じ、揚 げ足取 り、中傷 に値す る発言 はしない こと

本 事 例 で は 、 な る べ く多 くの 生 徒 に発 言 の 機 会 を与 え 、 また 、責 任 感 を持 たせ る た め

に全 員 に役 割 を 持 た せ る よ う配 慮 した 。 役 割 の 内容 、 人数 配 分 は表2の とお りで あ る 。

(表1デ ィベL-一一トの流れと時間)

① 開会 司会による開会宣言 と審判によるルール説明 3分

② 賛成派立論 賛成派による論拠の説明 7分

③ 反対派立論 反対派による論拠の説明

④ 作戦タイム1 第1回 反対尋問に向けての打合せ 3分

⑤ 反対派による反対尋問1 反対派が賛成派へ質問し、賛成派が答える 7分

⑥ 賛成派による反対尋問1 賛成派が反対派へ質問し、反対派が答える

⑦ 作戦タイム2 第2回 反対尋問に向けての打合わせ 3分

⑧ 反対派による反対尋問2 反対派が賛成派へ質問し、賛成派が答える 7分

⑨ 賛成派による反対尋問2 賛成派が反対派へ質問し、反対派が答える

⑩ 作戦タイム3 最終弁論原稿をまとめる 3分

⑪ 反対派最終弁論 反対派による最終弁論 7分

⑫ 賛成派最終弁論 賛成派による最終弁論

⑬ 判定 判定表 と投票による判定 と集計及び結果発表 8分

⑭ 閉会 司会による閉会宣言 2分
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(表2役 割分担と内容)

役 割 人 数 内 容(本 番)

司 会 1～2名 会の進行を取り仕切る

時 計 2～4名 時間を計 り、終了を知 らせる

審 判 1～2名 ルール違反者への注意、判定を行う

記 録 ・集 計(賛 成 ・反 対) 2～4名 論点板書、記録、集計を行う

論 者(賛 成派 ・反 対 派) 各派3～5名 ×2 立論、反対尋問、最終弁論を行 う

判 定 者 残 り全員 判定表に基づき判定する

役割分担決定後、担 当ごとに集合 させ 、準備作業 を行わせ た。

「論 者」の役割 につ いた 生徒 には賛成派 ・反対派 に分かれ させ、各派の リー ダー を中心

に話 し合わせ た。 さ らに リーダー に対 しては本番前に個別指導 を行った。

「判定者」には、半数ずつ に分かれ、各派の反対尋 問のための原稿 を作成 させた。

「記録 ・集計」係 には、各派の話 し合いの場 において書記を務め させた。

「時計」係には、本 番 に時間終 了や各役割 を示すための プレー トを、作成 させた。

「司会」 「審判」 は台本 の読み合わせ を行 い、担任 と会の進行 について打合せ をした。

(2)デ ィベー ト実施

休 み時間 中に机 の配置、 メモ用紙の配布、必要資料の準備等を済 ませてお き、ホー ム

ルームの1時 間 を用 いて行 った。討論は事前学習の際に配布 した台 本 を基 に進行 した。

司会の開会宣言 によ りデ ィベー トを開始 し、は じめに賛成派 、続 いて反対派 が立論 を

述べた。そ の後 の反対尋 問は、各派 の論者 を2グ ルー プに分 け、1グ ルー プず つ対戦 さ

せた。意見 のや りと りが活発 になるよ う反対尋 問の時 間は多めに取 った。 これ らを踏 ま

えて反対派、賛成派そ れぞれが最終弁論を行 い、判定へ と移 った。判定者 は判定表(賛 成

派 ・反対派別 に討論内容 を点数化)に 記入 し提 出、 この ほか、全員で最終的な立場(賛 成

か反文寸か)の 投票 を行 い、集計 した。結果 を審判が発表 し、閉会 した。

(3)事 後指導

授業 のまとめ として 、自己評価表への記入 を行わせ た。

評価 内容 の一部 には、事 前 に行ったア ンケー トの項 目中でコ ミュニケー シ ョン能力 に

関係す るものについて、表現 を変 えて取 り入れ実践前後 の生徒 の意識 を比較検 討で きる

よ うに した。

4結 果 と考察

(D各 校 の取 り組み状況

〈A校 〉 論題 に関す る自由意見 を求 めた と ころフ り一 ター に関 して賛成派が21名 、反

対派は14名 であ った。役割分担 は公平 を期す ため く じ引きで決めた。

当初、 自分の意見 と異なる立場にな り困惑 する生徒 もいたが、資料 を用 いた りグル

ープの中で意 見交換 を してい くことで、少 しずつ立場を説明する立論の組 み立てが進
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め られたよ うだった。

本番 は最初 か ら活発に意見交換 が行 われ、論者の意見 に対 し、皆が耳 を傾 け、度 々

拍手や歓声が沸 き起 こった。特 に反対 派の意見は説得力があ り、1回 目の反対尋問で

は何 とか応戦 していた賛成派 であったが、2回 目ではかな り苦戦 を強 い られ何 も言 え

な くな って しま う一幕 もあった。そ の結果 、判定 では賛成派9名 、反対 派26名 と反

対派 の生徒の方が意見 の変わ った者が多 く、そ の理 由は 「反対 派の意見 に納得 できる

ものが あったか ら」が圧倒的で あった。事後 の 自己評価で も、 「今 回 のホー ムルーム

活動 に積極的 に参加 できたjと 答 えた 生徒 が10名 、 「またデ ィベー トをや ってみた

い」 と答 えた生徒が12名 と予想以上 に多 かった。

〈B校>2学 期 の始め にフリーターをテー マ にディベー トを行 うことをク ラスに連絡 し

事 前 と事後指 導 を含めて3時 間を費や した。1回 目に資料 と論理 の組み立て につ いて

のプ リン トを配 り、全員に 自分の立場を記入 させた。その結果 は、賛成が圧倒的で反

対 の立場 の生徒は2名 のみであった。2回 目はデ ィベー トの手順 の説明 を行 った。 中

には、中学 でや った ことが ある生徒 も数名 いた。役割分担 は生徒 たちで決め る ことが

難 しいと判 断 し、担任 が決める こととし、立論で意見 を述べ る生徒 には事前 に個 別指

導 を行った。

本番の 日、当初は担任 が司会 をや るつ も りで いたが、生徒がや る と言 ったので、担

任 は補助 と して参加する形で始 まった。3名 の生徒が意見 を述べ、反対 尋問は1回 の

みで行 った。 自己評価用紙 には 「や ってよか った」 「反対の立場 の意見 もわか った」

「もう一度ちゃんとや りたい」 といった意見 もあ り、取 り組んだ甲斐があった。

〈C校 〉 実施 した9月 中旬は、就職 活動 も本格化 してい る時期 にあた り 「フ リーター」

という生 き方 について考 えさせ る ことは、有意 義であ り、問題 の本質 を深 めるには適

当な時期 であった。

事前 の調査 で フ リー ター については賛成論者が8割 を占めるなかで のチーム分 けと

な り、反対論者側にたった生徒たちは当初 とまどいを見せていた。

ルール と台本 に従 いデ ィベー トを始 める と、や むな く反対派 にまわ った生徒 の方が

自己 の意見 とは異な る考え を論旨 に矛盾 しな いように慎重 に取 り組んで いた。結果 と

して、賛成派 よ りも熟考 したため、すべて に対 して反対派が優勢 に議論 を進めた。

生徒の感想か ら、時 間不足 を指摘 する声 も多 く、積極的 に議論 に参 加で きた生徒の

なかには、再度挑戦 したいという意見 もあった。

〈D校 〉 第1学 年 で実施 したため、 「テーマ」 に対す る説明 に時 間を費やす ことか ら始

まった。台本 の読 み合 わせで、デ ィベー トの内容 をつかむ ことは問題 がなか ったよ う

である。役割分担 はクジ引きとしたが 、希望 と違 う係 りにあた った生徒 については意

欲 の低 下 を招 いて しまった。論者の原稿 は、準備 時間内に仕 上が らず 、各派 の リーダ

ー に別途指 導 した結果、論者が 自主的 に集 ま り原 稿を作 り上げたが 、準備期 間が1週

間と短 く充分な内容 とは言えなか った。

本番 では、反対尋問で意見のや りと りが活発 になったか と思 うと時 間切れ になって
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しまい、今回は時間厳守 よ りも討論活動の成立 を優先 させ 、2回 戦 はき りのいいと こ

ろ まで延長 した。同級生の発言 には、皆が興味深 げに聞き、拍 手が起 こる場 面 もあっ

た。 また、論者以外の 生徒が 「発言 した い」 「反論が もどか しい。助 けたい」 といっ

て身 を乗 り出す様 も見 られた。判定で は、判定表 の点 は反対派 の方が高かったに もか

かわ らず、投票結果で は賛成指示が圧倒的 に多か った。賛 成派 は、反対 派の論拠 に納

得 しなが らも 「自分 は自分 だか ら」 「個人 の 自由だか ら反対す るのはおか しい」 とい

う理 由か ら意見 を変えな い者が多か った。

(2)事 後 アンケー ト(自 己評価)と 各校での取 り組みの比較検討

実践終 了衡 今回の活動 についてアンケー トを実施 した。以下がそ の集計結果で ある.

(図6事 後アンケート集計結果)

庫壷纏 翌助 しで訴 瓦扇[璽i麹蚕莇薫 麺 唖 颪而 できなi医そ恵砺!亜 魍 蜀

異なる学科や学年において本事例 を実践 した結果それぞれ次のよ うな特色が表れた。

① 各学校 とも生徒 は他 人の意見 を聞 く姿勢はあ るが、そ の上で も自身の考 えを優 先さ

せ る傾向が強か った。A校 ではディベー ト前後で個人 の意見が変わ った者が多 く、唯

一、反対派が勝利 した。(デ ィベー ト前後 で個 人意見 の変わ った者 は12名 。他 の3

校 は5名 前後で あった。)

②1学 年 で実施 したD校 では、事前指導時 にデ ィベー トそ のものについて の説 明にか

な り時間 を割 く必要 があ り準備 のため に使 う時間 を確保す るのにとて も苦労 した・ し

か しなが ら、事後 ア ンケー トで 「ディベー トにつ いて の理解 を深 める ことがで きた」

と 「ホー ムルー ム活動 に積極 的に参 加できた」の項 目で 「で きた」 「少 しで きた」 と

答 えた生徒の数は42名 中28名 と4校 中最 も多か った。

③ 進路 について の考 えが深 まっている3年 生の実践 にお いて は発言が活発で あった。

④ 専門高校 では今 回のデ ィベー トが各 自の進 路 につ いて考 えるひ とつ のきっか けにな

った と答えた生徒が多か った。
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(3)事 前 アンケー トとの比較検討

事後 アンケー ト項 目の中か らコミュニ ケー シ ョン能力の育成 に関す る項 目で ある 「自

分の意見 を発言できたか」 と 「反対 の立場 の意見 も最後 まで聞 けたか」 につ いて、実践

前 に行 ったアンケー ト調査の結果 と比較 してみると、以下 のような結果 となった。

(図7ア ンケート結果比較(自分の意見がはっきり言える))

クラスで自分の意見を言える

(事前アンケー トより4校分のみ抽出)

12.4%

画 404%⊥
44.9%

r6'i・・亜 』

クラスで自分 の意見を晃言できたか

(事 後アンケー トより)

… ・・…L
-」

事 前 アンケー トで 「クラスで 自分の意見 を発言で きる」 と答 えた生徒 の割合 が20.

2%だ った こと:に対 し、ディベー ト実践後は29%増 加 して いる。よって、 自分 の意見

を発 言する機会 を得て、それ によ り達成感 を持 った生徒が3割 近 くに上った ことがわか

る。 しか し、単に 「自分の意見 をは っき りと言 えるか」 と聞 いた際の回答36%と 比較

す る と割合は低 い。 また、事 前ア ンケー トでは 「自分 の意見 を言 うことができない」 と

答 柔た生徐は12.4%だ ったが、実践後は3倍 以上 に増 えている。 これ は、生徒が実
ヨゼ し

践により自己を適切に表現する難しさを実感した結果と受け取れる。

(図8ア ンケー ト結果比較(人 の意見を最後まで聞ける))

入の話を最後まで聞くことができる

(事前アンケートより4校 分のみ抽 出)

3.4%

遡》
口1口2国3■4

反対の立場の意見も最後まで

聞けたか(事 後アンケートよリ)

14.3%

14.3% 41.3%

30.2%__

口1口2囚3■4

1:で き た(で き る)2:少 しで き た3:あ ま りで きな か っ た4:で き な か っ た

「反対の立場の意 見 も最後まで聞けたか」の設問にっいては 「できなか った」 と答え

た生徒が14.3%に も上 り、実践前 に 「人の話 を最後 まで聞 く ことがで きな い」 と答

えた生徒の割 合が3.4%、 「相手 の気持 ちを考 えなが ら話 し合 いがで きな い」 との回

答 率が2.2%で ある事 と比較 してみ る と、その差違 の大き さは、生徒が 自分で は人の

話 をきちん と聞いて いるつ も りで いたが 、実 際 にはそ うでなか った ということを自覚 し

た表れ と考 えられる。

以上か ら、体験的活動 の機会 を計画的に継 続 して設 けることが必要で あるといえる。
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(4)活 動 を実施す るにあたっての配慮点

本事例 を実践す る際、各校で配慮 した点 は次の通 りで ある。

① 役割分 担の方 法は、公平 を期す る場合や、 どのような役割 にも順応で きるようにす

る ことを 目的 とす るな らば くじ引きがよ いと思われ る。 しか し、 クラス の状況 によっ

ては希望制に した り、担任が分担 を決 める方法 も考 え られる。

② 司会 は、クラス の状況 に応 じて担任が担 当または補佐役 に就 くことも考 える。

③ 本来 は生徒 が 自主的 に論題 に関す る資料 を集め る ことが望 ま しいが 、今 回は担任が

調べて まとめたものを配布 した。資料 はあくまで客観的なデー タを主 とし、個 人の主

観 な どが含 まれ ないよ うに配慮する とともに、各派 に関す るデー タを偏 りがな いよう

に準備す る。

(5)生 徒 の感想(事 後ア ンケー トよ り一部抜粋)

○ 両派 とも自身の意見を持 って いる ことがわかった。

○ 物事 を違 う角度か ら見 る ことができて、考えを深 めることができた。

○ 意外な人が しっか りとした意見 を持 って いた。

○ 思 っている事 を全部話す ことは難 しいと思 った。

○ 個人の意見だ けでな くチームで意見 を考 えることがで きて楽 しか った。

○ 自分の意見 をうまく言 えなか った。今度 は上手に言 えるよ うにしたい。

(図9討 論活動の様子)

(6)今 後の課題

先 に述 べた事 前ア ンケー トとの比較検討か らもわ かるよ うに、コ ミュニケー ション能

力の育成に即効性 のある指導法はな い。今後 もホー ムルーム活動において、継 続的な討

論の機会 を設け、一人一人が 「自分の考 え」 をま とめる ことをきっかけ として、他 者の

意見 に 目を向け、理解 しよ うとする気持 ちが芽生 え、 自分の考 えを適 切に表現 する こと

で、他者 とのか かわ りの中で達成感 や 自信 を持て るよ うな指導 を心 がけてい く必 要があ

る。
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事例2生 徒 会 活 動 ボランティア活動を通して社会性をはぐくむ指導の工夫

一地域の環境美化活動を通して一

1指 導のね らい

今 回の学習指導要領改訂の基本方針を示 した 「教育課程審議会」の答 申において、ホーム

ルーム活動及び生徒会活動 については内容の例示 に 「ボ ランテ ィア活動な ど社会参加の意義

の理解や自己責任 に関する事項 を加えることとす る」 とあ り、生徒会活動にお いて、ボ ラン

ティア活動な ど地域 にお ける社会貢献や社会参加の活動を重視する ことが提唱 されている。

高校生の発達段階か らみて も、生徒の関心が学校外(地 域社会)の 事象 に積極的 に向け られ

ることは望ま しい。

本校の生徒会活動 におけるボランティア活動 は、 これまで文化祭時の模擬店の収益金 をユ

ニセ フ等 に寄付す る募金活動 にとどまっていた。ボ ランテ ィア国際年 にあた り、生徒会活動

として、地域 におけるボランティア活動(地 域の環境美化活動)を 計画 ・実施 した。

学校 に隣接 している河川の清掃 を通 して、

(1)生 徒会活動の一環 として、ボ ランティア活動 を計画 ・実行す ることで、 リーダー として

の 自覚を高め、 自主的実践的な態度を身 につけさせ る。

(2)ボ ランティア活動のきっかけを与え、社会奉仕 の精神 を養 い、人間 としての在 り方生き

方を考えさせ、豊かな心 をは ぐくむ。

(3)ボ ランティア活動を通 して、社会の一員である という自覚 を深める とともに、 自己有用

感を持たせ る。

以上を三点のね らいとして、実践 を行った。

2対 象 生徒会執行部、ボランティア活動参加有志 生徒(計29名)

3取 り組み

(1)取 り組みのきっかけ

5月 中旬頃、生徒会執行部の生徒か ら 「生徒会で何か校外 にア ピールで きる ことを した

い。」 と相談 を受 けた。本校の生徒 による登下校の交通 マナーや ゴミのポイ捨て等の苦情

の電話が地域住民か ら数件寄せ られ、全校 生徒 に注意 を促 した時期であった こともあ り、

「地域の人たち にいろいろ迷惑をか けているので、 この際、何か地域の人た ちに役立つ こ

とを生徒会で取 り組んでみた らどうだろ う。」 と助言 した。数 日後、生徒会長か ら学校 に

隣接する 「K川 掃除に取 り組むつも りです。」 とい う返事 をもらった。 ここに本校 生徒会

のK川 の清掃(ボ ランテ ィア活動)の 取 り組みが スター トした。

(2)取 り組みの経過

校内で生徒会の活 動計画(案)が 承認 された後、市 の清掃課 に活動を報告 にした。 しか

しここで、現実的な問題が発生 した。ボランテ ィア活動 といえども、回収 した ゴミは有料

扱いと言われ、予算的な問題 に直面 した。 ところが、この件をK川 の管理者である都の建
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設事務所に相談 した ところ、都 と契約 しているK川 の清掃業者 と連絡を取 り、回収 した ゴ

ミを無料で 引き取って くれる手はずまで とって くれた。 これで問題が解決 し、予定通 り7

月にK川 の清掃活動 を実施 した。

・生徒会執行部でK川 清掃活動実施 計

画書(案)作 成 ・提出(図10)

・定例協議会で実施計画(案)承 認

・ボ ランテ ィア募集ポスター作成

および掲示(図11)

・事前の説明会 を開催 し、注意事項 を

確認

(今回は川の中のゴミの回収を中

心 に取 り組 むので、当 日の服装

等 を確 認)

1330～15:00

K川 の 清掃 、参 加 生徒29名(1年

生9名 ・2年 生8名 ・3年 生12

名、参 加 した 生 物 部 員 は川 の生 態

調査 を兼 ね 、魚 を捕 獲 した)

(図12)

・参加者ヘ アンケー ト実施(図13)

・生徒会執行部で反省会(今 後の取 り

組みを検討 中、K川 の両岸 のゴミの

回収は2・3学 期 にも実施予定)

教員の取り組み

・生活指導部会で実施計画(案)承 認

・職員会議で実施計画(案)承 認

・市の清掃課に活動を報告(ゴ ミの有料

扱いで、予算面で問題発 生)

・K川 の管理者で ある都の建設事務所 に

活動 を相談 ・報告

(予算面の問題解決)

・K川 の実地踏査

(深み等の危険地域を確認)

・清掃道具 ・ゴミ袋 の準備

・生徒が活動の主体 となるよ うに配慮す

る。

・安全への配慮を十分にす る。

・ア ンケー トを参考 に、今後の生徒会の

ボ ランテ ィア活動 に生かせるように反

省を促す。

(図10生 徒会の実施計画書)

2001,6.11

生 徒 会 執 行 部

K川 掃 除 の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動

実 施 計 画 に つ い て

生 徒 会 執 行 部 で は 、 今 年 度 に 入 っ て か ら ず っ と 、 い

っ も の 与 え ら れ る ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 だ け で な く 、

高 校 の 生 徒 会 と し て 、 自 主 的 に 考 え た ボ ラ ン テ ィ ア

活 動 を 行 い た い と 考 え て お り 、 又 、 何 か 自 主 的 に 近 隣

の 役 に 立 て る よ う な 活 動 が で き な い か 考 え て き ま し

た 。 そ こ で 今 回 考 え た の が 、 こ のK川 掃 除 の ボ ラ ン テ

ィ ア 活 動 で すr.な ぜ こ の 活 動 を 選 ん だ か と い う と 、K

川 はOOO高 校 の す ぐ 目 の 前 を 流 れ る と て も 美 しい 川

で あ り 、 私 た ち は そ う い っ た 葵 し い 川 を 大 切 に し 、

又 、 そ の 美 し さ を 維 持 し 、 守 っ て い く た め に 少 しで も

役 立 ち た い と い う 思 い か ら で す.

こ の 活 動 の 日 時 、 や り 方 に つ い て は 、 以 下 の 方 法 で

検 討 し て い ま す 。

〈 日 時 〉

今 学 期 の7月10・11・12の い ず れ か の1日 を 予 定

時 間 帯 と し て は 、 放 課 後 。 詳 し い こ と に つ い て は 、

今 後 担 当 の 先 生 と 協 議 の 上 で 決 定 しま す 。

〈 主 旨 〉

現 在 のK川 は 、 い た る 所 に 空 き 缶 な ど の ゴ ミ が 槍 て

ら れ て い る の が 目 に っ き ま す 。 今 回 は そ う い っ た 捨

て ら れ て い る ゴ ミ を 集 め 、 少 し で も 川 を き れ い に す

る こ と を 目 指 し ま す 。

又 、 ど こ か ら ど こ ま で と い っ た 範 囲 に つ い て は 、 こ

れ か ら 担 当 の 先 生 と 協 議 の 上 で 決 富 し ま す 。

〈 生 徒 会 執 行 部 と し て 〉

生 徒 会 執 行 部 で は 、 職 員 会 議 で こ の 活 動 が 承 認 さ れ

れ ば 、 す ぐ に 競 技 会 を 行 い 、 こ の 活 動 を 発 表 し て 、

募 集 活 動 を 行 い ま す 。 今 回 の こ の ボ ラ ン テ ィア 活 動

は 、 ○OQ高 校 を あ げ て の 一 大 活 動 と な る こ と を 目

指 し、 一 人 で も 多 く の 生 徒 に 参 加 し て も ら え る よ う

に 、 様 々 な 方 法 で の 呼 び か け を 考 え て い ま す 。 又 、

こ う い っ た 活 動 は 近 隣 の 住 民 の 方 に も 、OOO高 校

へ の 理 解 を 得 て い く と て も 良 い 機 会 で す の で 、

先 生 方 も 、 実 施 され る 場 合 に は 、 生 徒 へ の 呼 び か け

や 、 自 ら も活 動 に 参 加 す る な どの 協 力 を ぜ ひ よ ろ し

くお 願 い し ま す 。

方 に は 、 部 活 動 の 一 環 と し て.こ の 活 動 に 参 加 出

来 な い か 、 ぜ ひ ご 考 案 く だ さ い 。
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(図12K川 の清掃風景ランティア募集ポスター)

K嚇 掃 除
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4結 果 と考察

(1)参 加 生徒の感想(ア ンケー トよ り抜粋)

・ 暑 い夏の 日、多 くの生徒のみな さんに参加 していただき、本 当に成功 させることがで

きた と思って います。特に、忙 しい中、参加 して くれた3年 生には深 く感謝 してお りま

す。今後 もA校 のボ ランティア活動 をもっと活発に して いきましょう。(生 徒会長)

・ 暑 くて大変だ った。 どぶ臭いゴミやペ ッ トボ トルが多か ったけど、川の水が冷た くて

思って いたよ りもお もしろか った。掃除後のジュースが とて もおいしく感 じた。

(3年 生男子)

・ 思っていたよ り、ゴミは少なか った感 じが した。しか し、暑 い日で汗びっ しょりにな

った。で も、や った後 は達成感 があ り、 とて もや りがいが あった。今後 も参加 して いこ

うと思 う。(2年 生男子)

・ 初めて、ボランティア活動に参加 しました。川の藻が足 にか らんだ り、嫌いな虫がた

くさんいた りして、大変で したけど、 とて もいい経験 をしま した。(2年 生女子)

・ 上か ら見るK川 と違 って、川の中にはゴ ミがいっぱいあった。川にゴ ミを捨てる人が

いな くなればいいな と思 った。大きな鯉がいるのには驚いた。(1年 生男子)

・ 清掃中、住民の方か ら 「暑 い中、ご苦労さん。」と声 をかけ られた。最初 は照れ くさ

かったけど、正直言って うれ しかった。(1年 生女子)

(2)K川 の清掃(地 域 の環境美化活動)を 終えて

本研 究のアンケー トの結果 にもあるように、生徒はボランテ ィア活動には興味 ・関心 を

もっている ものの活動のきっか けがな く参加 しづ らい状況 にあ る。今回、生徒会活動を通

して、意図的 にボ ランティア活動 を体験す る機会を設定 した。今回の取 り組みも、当 日は

生徒会執行 部と合わせて!0名 程 しか集 ま らないのではな いか とい う不安があったが、 リ
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一ダー シップを発揮 した生徒会の呼びかけで予想 に反 して
、29名 も集 まった。

当 日・K川 に沿 った遊 歩道か ら、清掃作業 している生徒たちに地域の方か ら 「ご苦労 さ

ん!」 とい う声がかかった時の生徒の うれ しそ うな顔は忘れ られな い。そ の意味で、今回

の取 り組みで学校か ら一歩出て、生徒にとって身近な ところで、地域社会 に貢献す る活動

が可能であるとい うことを示す ことができた。K川 の清掃 を通 して、 自分 は社会で役 に立

つ存在である とい う自己有用感 を得た り、作業後 は回収 したゴミを前に物事 を成 し遂 げた

という成就感を得 た り、活動後のアンケー トの感想か ら見ても、当初のね らいを十分達成

で きたのではないか と思 う。さ らに、地域 の人々と人間関係を結んでい く中で、新たな 自

己 を発見するきっか けとな り、 自己実現の機会 を得る場 となった り、自分の将来の生 き方

を考 える機会 にな った りしてい くのではないか と期待 している。

しか し、校 内にお いて も、学校外(地 域の環境美化活動)よ りも校内美化 活動 の方を優

先すべきだという意見 もあった。確かに、校内の清掃状況は良い とは言えない。校内の諸

問題の対策 に追われ、なかなか対外的な活動 に目が向けられない現状 を敢 えて打破 して、

対外的な活動 を通 して得た体験経験が必ず校内 に還元 され、よ りよい校内生活 に繋がる。

初めての取 り組みで29名 の生徒が参加 したが、今後はPTA・ 学校運営連絡協議会 と

の連携協 力を図 り、活動 を拡大 し、発展 させてい こうと現在、計画中である。今回の取 り

組みで 「地域に根 ざ した学校づ くり、地域 に開かれた学校づ くり」を一歩踏み出す ことが

できたのではな いか と思 う。

(図13活 動後のアンケー ト)

今謁翻鷺裟糠 濃 羅饗麩麹講鷲慧錨}慈鐸 叫
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、2、。/、～鴇 ポ鶴 繍 無 劉 姦鵬 醐 勤灘,
ア.自 分 か ら進んで イ.友 だちに誘われて ウ。先生に勧め られて

◎ 生徳会の職 ポ妙 一観 て オ.そ の他()

(3)キ く川 清 掃 に参 加 し て と う で した か?

Qと て も い い 経 験 に な っ た(今 後 も 参 加 し た い)イ.可 も な く不 可 も な く ・(どち

ら と も 言 え な い)ウ.も う 二 度 と や りた く な い

ボラ ンテ ィア活動 に今 まで参加 した経験があ りますか?以 下、該当す るもの
O印 をつ嫉て くさい.「 ある」 と答えた人 はA体 的 に声 いて ください.
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事例3生 徒 会 活 動 地域 との交流 を通 して、 リーダーシップをはぐむ指導の工夫

1指 導のね らい

本校の生徒会役員会では、話 し合いを重ね今年度 は活動方針 を 「地域に認め られ る学校 に

しよう」、活動計画を 「小学校 との交流」 「通学路の清掃」 「ボ ランティア活動への参 加」

と定め、昨 年か らの活動 を委員会等 と連携 をとり全校生徒に広め、継続 ・発展に重点に置い

た活 動を して いくことにな った。そ こで、生徒会 の自主的な活動 に対 し、 「様々な人々との

かかわ り合い」を視野に入れて以下の3点 をね らいとして実践 を行 うこととした。

(1)生 徒会役員が企画や運営 を行 うことによ り、 リー ダー としての自覚 を高め させ る。

(2)生 徒会役員だけな く、多 くの在校生にボランティア体験 のきっかけを与 え、人として

の生き方在 り方を考え させ 、豊かな心 をは ぐくむ。

(3)地 域の小学生 とともに清掃活動 を行 うことによって、思 いや りの気持 ちや いたわ りの

気持ちをはぐくむ。

2指 導対象 生徒会役員 ・美化委員 ・有志

3取 り組み

(1)近 隣 の小学校 の夏祭 りへの参加

6月 に小学校よ り7月 に実施 される 「夏祭

り」 に本校に参加の依頼がある。 この ことを

生徒会定例会で話 し合い、参加す ることとな

る。小学生に 「もの作 りの楽 しさ」を体験 し

て もらう企 画にしよ うと、 「パ ソコンによる

制御 ロボ ッ トの展示」 「ペーパー クラフ ト」

「バルーンアー ト」な どの企画で参加する こ

とになる。有志 を募る期間がなかったため、

(図14夏 祭 り)

今年度 も生徒会役員のみでの準備 ・参加 とな った。

7月 、小学校主催の 「夏祭 り」に参加する。は じめは、なかなか小学生 とのかかわ りが

もてなか った生徒が、作業 を一緒 に行 うことで次第に話 をした り、手伝 った りするよ うに

なった。

この企画への参加が、後述 の地域清掃 を小学 生 とともに実施す るきっかけとなった。

(2)通 学路の清掃

昨年度 近隣か らゴミのポイ捨て に関 しての苦情が有 り、 「自分たちの運営する学校行

事が スムーズに行えるよ う地域 の人か らも認め られ るよ うに」 と、生徒会役員で通学路の

清掃 をするようになる。今年度 は、 「生徒会役員だけではな く、多 くの生徒 に呼びか けて

実施 したい。」 という生徒会役員の意見で、美化委員会へ働 きかけることになった。

第1回 の清掃活動を6月 に計画、美化委員を中心 に全校 に呼びかけるが、活動 当日は、
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雨天のため中止。後 日、生徒会役員だけで清掃活動を実施する。

2学 期のはじめ生徒会役員会定例会にて、 「自分たちの活動 を広 く理解 して もらうため

には、多 くの人 と一緒 に活動す るよう計画 した らどうか」 と働きかけると、

第1段 階では、全校生徒に呼びかけ、美化 の意識の確立を図る。

第2段 階では、昨年度か ら交流のある小学生と一緒 に清掃活動 をす る。

第3段 階では、町内会な どの協力を得て地域清掃を実施する。

な どを決め、再度、美化委員長 と話 し合い、9月 上旬の美化委員会で、 「校外美化活動 を

始 めるき っかけ」や 「目的」な どを美化委員に説明 し、今後 の活動 日程およびクラスでの

呼びかけを依頼する。

第2回 の清掃活動 を9月 中旬 に計画 し、教室用掲示物 を美化委員 と協力 して作成 ・ピー

アール活動を行 い、 当日を迎 えたが雨天のため順延。一週間後 、最寄 りの駅 までの通学路

の清掃 をを実施するが、参加者は生徒会役員 と美化委員の数名だけで あった。

第3回 の清掃活動 を10月 上旬 に計画 したが、準備期間が少な く小学校 には呼びか ける

ことがで きず、本校生徒だけで近隣の公園および学校の周 りの清掃 を実施する。9月 か ら

の ピーアール の成果 もあ り、有志の参加 も増 え、参加者は十数名 となった。

生徒会役員 と美化委員長で小学校に行 き、本校の校外清掃活動 の理解 を求め、第4回 清

掃活動で小学生の参加を計画 していることをお願いす る。

第4回 の清掃活動を11月 中旬に計画 し、小学(図15地 域清掃)

学校 にも呼びか けて近隣の公園内および周辺の清

掃を実施する。本校の生徒23名 、小学生が23 陶

名の参加があった。小学生3～4名 と本校 の生徒 論

2～3名 をグループ にして ゴミ拾 いを実施 した。 畷 騒 驚

鞠最後 に
、美化委員長か ら小学生にお礼 と今後の

参加の呼びかけをして終 了す る。小学生の数 人は

高校生と活動す ることを楽 しいと感 じてお り、ま

た参加 したいとの反応 もあった。

この活動 を継続 し、地域 の活動 に拡 げて いくことで、地域の人たち との交流の機会が増

え、生徒が 自己有用感 を感 じる機会 となる と考 える。

4結 果と考察

活動の継続 と発展 はなかなか うまくいかな いものであると実感 した。 しか しなが ら、校外

清掃な どの活動のように少ない人数で も活動 を続 けることによ り、生徒会役員 の生徒 は企画

運営 をす る力を付 けて きた。そ して、 自信 をつけて きている。 また、少数で あるが有志の参

加 もあ り全校生徒へのボ ランティア活動への参加のきっかけづ くりとなったと考え られ る。

小学生 と交流 を持つなかで、小学生 に 「あ りが とう。」 と声 をかけ られ、とて も喜び、 いた

わ るような気持 ちも芽生えて きているよ うである。

このように、地道な活動を行 うことで他者 に認め られ 自信 をつけた り、地域 に出て地域の

人たちと活動す ることによ り、温かい心をは ぐくむ ことができると考 える。
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事例4学 校 行 事 達成感と成就感を味わう行事運営の指導の工夫

一クラス企画代表者による文化祭の活性化一

1指 導のね らい

全校の集 団活動のひ とつである文化祭 に生徒が 自主的、協力的に取 り組 む ことによって、

学校への帰属感 を養 うとともに、生徒が成就感や達成感 を味わい、その人間性 を豊か にする

ことを指導 のね らいとした。

本校の文化祭は ここ数年活気が無 く、文化祭 当 日の生徒の欠席数 も多い というのが現状で

ある。この原因 として次 のよ うな点が考 えられる。

(1)企 画が決 まらな い。決まるにして もいい加減 に決まって しまう。

(2)企 画の中心 とな る生徒がいない。

(何か をや りたいとい う気持ちはあるが消極的で他人任せである)

(3)企 画書、予算書な どが しっか りと提出されない。

(4)計 画性が無 く9月 に入 って も準備が始 ま らない。

(結局数 日前か らの駆 け込 みとなる)

(5)多 くの生徒が文化祭 当 日の 自分 の仕事分担 を理解 していない。

本校では文化祭の運営全般にかかわるクラス企画代表者が 各クラス2名 ずつ選 出されて い

るが、実際は、文化祭にお けるクラスの連絡係 といった程度 の位置づけにな って しまって い

る。本事例では ζの グラ冬企画代表者にスポ ッ トを当て、文化祭全体の活性化を図る観点か

ら文化祭におけるクラス企薗に積極的に取 り組 ませ ることに した。その際、本校の生徒 の現

状 を考 え、 まずクラス歪画の責任者 としてや るべき仕事を具体的 に示 し、その責務を果たす

ことで生徒が成就感や達成感 を味わ うことを念頭 に置いて実践を行 った。

2対 象 各クラスの文化祭 クラス企画代表者30名

(各 クラス2名 ずつ1年4ク ラス2年6ク ラス3年5ク ラス)

3取 り組み

(1)ク ラス企画代表者 の初顔合わせ(6月)

クラス仮企画書提出の一週間前 に、 初の代表者による会合 を開 いた。そ の中で担 当者か

ら代表者 としての心構え として次の3点 について話 をした。

④文化祭 を盛 り上げよ う ② 代表者 としての1上事を しよ う ③何事 にもかかわって いこう

続 いて過去の本校 にお けるクラス企画の一覧 を配布 しなが ら、クラスとして何をするか

を決め、仮企画書の提出をするように指 示 した。全 体会終 了後 、高校での文化祭が初めて

の1年 生のみ、さらに時間をとって本校 の文化祭 の現状な どにつ いて話 をした。

(2)第2回 目の 会合

仮 企 画 書提 出 の締 め 切 り段 階 で企 画 内 容未 定 の クラ スが2,3あ った こ とを受 けて 、一・

週 間後 、 企 画 書 、 予算 書 の配 布 を 兼ね て第2回 目の 会 合 を行 っ た。こ こで は まず 、 ク ラ ス
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仮企 画の一覧 を板書 し、未定のクラスの参考 になるようにした。そ して ク ラス企画代表者

としての仕事の方向性 の指示 と責任感の喚起 をね らって、今後の具体 的な仕事の一覧 と、

前回話 を した心構 えな どをプ リン ト(図16)に して配布 した。

(図16心 構えプリント)
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(3)ク ラス企画決定、そ して1学 期終了 …

6月 下旬 に企画書、予算書の提 出がなされ た。この段階 にな って も、 まだ2,3の クラ

スが未定 であ り、 これ らの クラスに関 しては提 出 日以降担任の了承 を得て担当者がホ ーム

ル ームに出向いて いき、クラス企画代表者のサポ ー トを しなが ら企画 の決定へ とこぎつけ

た。そ して クラス企画代表者 には今後、 クラス生徒への企画 内容 の周知徹底 を図 るよ うに

指示 した。

(4)文 化祭 の準備

9月 に入 って第4回 目の会合を行 い、 クラス企画で使 うベニヤや角材な どの物 品配布の

連絡 を行 った。また今後、学年 ごとに代表者 による会合 を行 う ことを、9月 の予定表 を配

布 して伝 えた。

物 品支給受 け取 りの指示 を徹底 した ことで、物品支給 当 日は取 りに来な い団体が数多 く

ある等 の問題 も無 くスム ーズに配布 できた.そ の際、クラスによって は代表者だけでな く

他の生徒数名が物品の運搬 を行 うな ど、代表者が クラスの 中心 として皆 を引っ張 り、その

やるべき仕事 を責任 をもって取 り組んでいた。(図17PR看 板)

文化祭 まであ と二週間の ころか らよ うや くほと

ん どのクラスでPR看 板(図17)の 作成 に着手

するな ど準備 に取 り掛か りだ した。放課後、担当

者 もこまめ に各クラス に顔 を出すよ うに したが、

ク ラス企画代表者が放課後率先 して準備 を始める

ことによって、徐々に周囲の生徒 も協力 して動き

出 し、 日に日に文化祭の雰 囲気が盛 り上がってい

った。 また、貸 し出し工具 の返却 も代表者 の仕事

の一つ として指示 していた ので未返却や紛失な ど

の問題 も起 こらずスム ーズに行われた。
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(5)文 化祭当 日、そ して終了 …

こうして文化祭当 日を迎 えた。来校者 の数がやや少なかったのが残念であったが 、各ク

ラス とも自分達の企画を作 り上げ、なおかつ文化祭 を楽 しんで いる ところが うかがえた。

振替休業 日後、最後の代表者 による会合 を持った。その場でア ンケ ー ト(図18)を 行

い、担当者か ら今 回の文化祭の感想等 を述べて解散 した。

4結 果 と考察

アンケ ー ト結果Q1か ら、代表者 自身や るべき ことはできた と感 じているよ うで ある。今

回早い段階か らクラス企画代表者 を集め、そのや るべき仕事を指示 した。代表者が クラス企

画の中心 として、そ の仕事 を責任を持 って果たす ことによ り成就感や達成感 を味わ い、クラ

ス企画が軌道に乗 り文化祭を活気 ある ものにした といえる。

またアンケ ー ト結果Q4で は、半数以上の代表者 がクラスをまとめることがで きなかった

と答えてい る。今回のように与え られた仕事 を消化す るという形では、 自分な りの考えや意

見を しっか りと持ってその リーダーシップを発揮す るまでにはいた らず、代表者 自身クラス

をまとめるまではで きなか った と感 じて いる ことを表 して いる。

最後の会合の終 了後、2学 年の代表者か ら 「来年 はこんな飲食店 をやってみたい」 という

声や、3学 年の代表者か ら 「卒業するまで にもう一度文化祭 を行いた い」 といった声もあが

り、代表者が文化祭 に対 して積極性や 自主性を持 って取 り組んでいこうという意識 を持 った

ことが うかがえた。

担 当者 としては、生徒が今回の代表者 としての経験を生か し、今後いろいろな場面で人や

物事 とかかわ りことを通 して豊かな人間性 を身 につけていってもらいた いと感 じた。

(図18ア ンケート結果)

文化祭が終わってTHEア ンケート

Q1.

ア,よくで きた イ,ま あ ま あ で き た

1.ク ラ ス 企 画 書 の 提 出

2.ク ラ ス企 画 進 行 状 況 の 把 握 、 連 絡

3.

4.支 給 物 品 の 受 け 取 り

5.貸 し出 し工 具 等 の 管 理 、 返 却

6.ク ラ ス 企 画PR

7.ク ラ ス 企 画 会 計 報 告

Q2.ク ラ ス 企 画 は 、 ア.うま く い っ た80X

Q3.

クラス企画代表者として次の仕事をどれくらいできましたか?

ウ.どち ら と も い え な い エ.あ ま りで きな か っ た オ,でき な か っ た

クラス企画代表者間の相互連絡・打ち合わせ

ア.0%

ア.13%

ア.13%

ア.13%

ア.13%

ア.27%

ア.20%

イ,47%

イ.33%

イ.20%

イ,47%

イ.53%

イ.40%

イ.33%

イ.う ま く いか な か った20X

クラス企画代表者として特に大変だったことは?(抜 粋)

み んなに説明するのが大変だった。指示を出すのも慣れていないので…

ウ.20%

ウ.7%

ウ.13%

ウ、27%

ウ.27%

ウ.7%

ウ.20%

工.33%

1.47%

工.4ア%

1.07%

1,00%

工.27%

工.13%

その理由は?

み んなへの参加協力のお願い。でも思ったよりやってくれた人がいて嬉しかった。

予定のたてかたとクラスの人たちに企画に参加してもらうように働きかけるのが大変だった。

内 容 を 決 め る と き 協 力 し て くれ る 人 が 少 な か っ た 。

Q4.ク ラ ス を ま と め る こ と が で き ま した か?ア.0%イ.27%ウ.13%

Q5.ク ラ ス企 画 代 表 者 と し て ク ラ ス の た め に 行 動 で き ま した か?

ア.27%イ.33%ウ.13%

オ.0%

オ.0%

オ.7%

オ.7%

オ.7%

オ.O%

オ.7%

(3年 生 女 子)

(3年 生 女 子)

(2年 生 女 子 〉

(1年 生 男 子)

工.4ア%オ.7%

工.27% オ.0%
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事例5学 校 行 事 他者と協力する態度と自己有用感をはぐくむ指導の工夫

一文化部生徒の協力による文化祭の活性化一

1指 導のね らい

本校 の文化祭 は、ここ数年積極的にな生徒への働 きかけによ り、クラス企画 は活性化の方

向に向か っている。 しか し、文化部については部員の少な い部活動が多 く、ご く一部の部員

が活動 を発表 して いるのが実態である。 自分たちの活動が、 あまり評価 されて いな いとい う

思いも強 く、 日頃 の活動の成果 を文化祭で大き く発表 しようという意欲 も乏 しいところが見

受け られる。反面、文化部の部員の文化祭 に対す る期待や思 いは強 く、で きれば多 くの人に

見 てほ しいと望んでいる。

そこで、本事例では以下のね らいで文化部の生徒への働きかけを実践 した。

(1)自 分ができることを明 らかに し、集 団の中で積極的 に活動す る。

(2)他 の文化部 と事前に情報交換を行 うことで、お互いに理解 し認め合 う心を養 う。

(3)文 化祭が 日頃 の部活動 の発表の場であることを再認識 し、 日頃の活動の成果 を有効に発

表す る方法 を考えさせ る。

2対 象 文化 祭に参加する文化部8部 の生徒76名

(1年 生25名2年 生32名3年 生19名)

3取 り組み

(1)各 部への意識調査

実際 に文化祭 に参加す る生徒が、文化祭に対 して どのような意識を持 って いるか をイン

タビュー形式で調査 した。ひ とつひ とつの部活動の生徒 と個 々に話ができ、生徒の素直な

意見 を聞 くことができた。今 まで個々に活動 していた文化部が、文化祭では協力す ること

がで きるのではないか とい う意見 もあ り、次回各部で集 まり話 し合 うことになった。

(図19意 識調査の結果)

部情動
毎年、文化祭に参

加 していまずか?

文化祭以外での発表

の場はありますか?

文化祭の準備はいつ頃

から始めていますか?
文化祭に不資はありますか? 今後どのようになって欲しいと考えますか?

濱 劇 参加している 高分連の大会など年
に数回

7月 から 象ステージが使いにくい
*予 算が少ない

率もっと多くの人が入れる会場で公演したい

家庭科 参加している なb 8月 から *特 になし *学 佼をきれいにしたい

華 道 参加している なし 日頃のお稽古の発表
なので特になし

*見 に来る客が少ない 零もっと理解してもらえるような文化祭にし

たい

軽音楽 参加している 個々のパンド単位 4月 から *内 輪だけで盛り上がってし

まう

零先生たちにも見てもらいたい

茶 道 参加している なし 日頃のお稽古の発表
なので特になし

*赤 字になることが多い 零いろいろな企画があるから.ゆ っくり一日

楽しんでもらいたい

写 真 参加している 校内展示 6月 から *予 算が少ない
掌客が少ない

掌やる気のない人を減 らしたい

吹奏楽 参加している 体育祭などの行事 6月 の体育祭の後 *1年 生だけなので分からない *楽 しい文化祭にしたい

ダ ン ス 参加している 部活紹介での発表
ストリー ト

曲決めは6月 から *発 表時間が短い
*ス テージの場所が分かりづらい

索一部の人だけの文化祭じゃない

みんなで燃えよう

漫画研究 参加している 全くなし 4月 から *オ タク扱いされる

*同 人誌を作る予算がない
*部 員は多いがお客は少ない

拳楽しくやりたい

*も っと文化祭に目を向けて欲 しい
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(2)部 活動間の親睦 と話 し合い

参加 した生徒の 自己紹介 と文化祭の企画内容の説明が行われた。初顔合わせの生徒 もい

たので初めは緊張 した雰囲気で あったが、そうした中で ある部か ら活発な部活動の紹介が

行われた。それ は、 日々の活動の様子 と今までの実績等であったが、校 外の公演 では充実

していて もなかなか本校の生徒 に見ても らえないことが残念であるという内容であった。

そ こで文化祭 に向けて文化部全体で協力 し、それぞれの部活動だ けでなく文化祭全体 の

活性化 に協力する ことで意見が一致 した。

その内容 は、以下の もので あった。

① 本 日、不参加で あった部活動への呼びか け

② 文化部共 同の宣伝チ ラシの作成

③ 校内清掃

④ 人手不足の部活動への手伝 い

⑤ クラス企画への参加 との両立 を図るため、各クラス担任へのスケジュール表の提 出

⑥ 事前に各部の展示 ・発表会場 を見学 し、意見交換 を行 う。(「 ダメだし会」の実施)

(3)文 化祭前 日(「 ダメだ し会1の 様子)

各部の展示会場 の設営が終わった頃 に、各部の代表者および希望者でそれぞれ の展示会

場 を回 り、担 当の生徒か ら展示内容 の説明を受けた。 あらためて説明 を受 ける とそれぞれ

に趣 向が凝 らしてあ り興味深 く話が 聞けた。生徒 たちか らも「聞いてみるとお もしろい」

といった感想があった。その後、見学 した側か らの 「ダ メだ し」が行われた。必ず、一人

ひ とつは意見 をいう約束だったので、生徒たちは活発に意見 を出す ことができた。主なダ

メだ しの内容は、展示の見やす さ、出入り口の入 りやす さ、清潔感、受付の位置 ・方法等

であ り、発表の内容に関 してはお互 いに頑張って いる ことへの高い評価 を与えていた。

また、茶道部 ・演劇部な どの当 日発表の部活動 は、設営 した会場で発表の内容が話され

た。すで に設営 された会場でのダメだ し会は、当 日の雰囲気 を味わ うことができ、それぞ

れの部活動の工夫も見 られ、生徒 たちは皆真剣かつ興味深 く個 々の部活動の様子 を見聞き

でき好評であった。

(図20ダ メだし会要項)(図21ダ メだし会の様子)

「ダメだし会」について

実施日 文化祭の前日(すべての準備が終わった後)

方 法,

① 各部の展示(発表)会場を回る。

② 最示物や装飾のチェックをする。各都の部位員から號明を昂く。

◎ 莞表団体については、会場の樺子を見て、その部の部長の話を聞く。

2④ それぞれ。最低一つは、気になったことを言う。

i謝

聯lll灘1識 、,
　

1③ 各郁の説明が終わるまでは、買問をせずに話を聞 く。

}④ 問題貞がないと思・たら浪 い点を言 う・
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(4)文 化祭当 日

文化部の生徒 たちは、活発 に活動 していた。例年 との大 きな違いは、各展示場か ら離れ

他の部活動の様子を見て、お互 いに応援 をしようとする動 きが見 られた ことである。

また、他の生徒や来校者、保護者の中か らも本校 の生徒 たちの 日頃の活動が見 られ、充

実 した文化祭で あったとの声が聞かれた。

4結 果と考察

(1)文 化部の生徒の感想

① 初め先生か ら話があった とき、少 し面倒 くさいな と思 いました。でも実際、他の部 の

人たちと仲良 くなれて楽 しかったです。お客 さん も多か った と思います。特 に、漫研 の

男子部員が まとまって きて くれた ときは嬉 しか った。あと、文化部の合同チラシの効果

は絶大で した。(茶 道部3年 生女子)

② 一番楽 しか ったのは、前 日の 「ダメだ し会」で した。ただ、作 ったお菓子を売るだけ じ

ゃな く、作 り方や材料、工夫 した点 などを他 の部の人た ちが一生懸命 聞いて くれて頑張

った甲斐が あ りま した。お菓子 も全部売れま した。来年 は、茶道部のお茶菓子 に挑戦 し

ようか と思 いました。(家 庭科部2年 生女子)

③ きつかった～。かな りきつかったです。で も、嬉 しか った。漫研 の部屋にもた くさん

人が きて くれた し、何よ り僕の絵がチ ラシに載 った～～～。(漫 画研究部2年 生男子)

④ 初めて高校の文化祭で した。中学 まで とは違い 自分たちで作っているんだという実感

があ り大変充実 した 日々で した。で も… ・先生お休み をください。(演 劇部1年 生女子)

⑤ 文化祭の前 日の「ダメだ し会」は良かったです。演劇部の公演 にきて くれた方々に他の

部活 を紹介する ときに 『おすすめポイ ン ト』な ども話す事が出来ま した。ただ、時間的

にぎ りぎ りで、大変で した。(演 劇部2年 生男子)

⑥ いつも校内が汚れていて嫌で した.文 化祭は、お客様をお迎えす るんだ し、お花をよ

りきれいだ と感 じて もらうためにも、校 内を清掃 した事は、良かった と思いました。学

校 を大切 にしたいと思 いました。(華 道部3年 生女子)

(2)考 察

今回の取 り組みの中で、前 日の 「ダメだ し会」は効果的であった と考 える。他の部活動

が何 をしているか を批評する観点で見る ことは、相互 の理解 を深める上で有効 であった。

また、見 られる側 もきちんと批評 して もらう事か ら、今後の活動の向上 につなが ると感

じられたよ うだ。

文化祭 とい う学校行事 を 日々の活動の大 きな 目標 と考え、計画 を立てている文化部の生

徒 にとっては、何 よ りもそうした前向きな意識 を持 ち合 う仲間がほかにいた という事が大

きな励み にな った と思われる。

今後 も教師 は、 日々の教 育活動の中で、生徒の 「頑張る心」 を受 け止めて、常にそれ を

「誉める心」 を忘れてはいけない。 「応援 される こと」 「誉めて貰 うこと」が、生徒の意

欲 の向 ヒにもつなが り、よ り豊かな人間性 をはぐくむ ことができると思 う。
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lVま とめ

本年度特別活動部会では、 まず はじめ に生徒の実態 について話 し合 い、望 ましい集 団活動

を通 して豊かな人間性 をはぐくむ ことが重要で あると考え、その指導法 について議論 を重ね

た。そ して、 「人間関係の状況」 「コミュニケーシ ョン能力」 「他者 を思 いや る心やボ ラン

ティア活動」 「規範意識」の4つ の観点で生徒に意識調査 を行い、その調査結果を分析 し、

(1)自 分の考 えをま とめ発言 し、他者 の意見を聞 く機会

(2)他 者を思 いやる気持ちや社会貢献 をす る機会

(3)達 成感や成就感 を体験 し、 自己有用感 を持つ ことのできる機会

の3つ の点について指導の工夫が必要であると考 えた。 これ を基に、

○ ホームルーム活動

事例1コ ミュニケー ション能 力の育成 を図る討論活動の指導の工夫

○生 徒 会 活 動

事例2

事例3

0学 校

事例4

事例5

ボランティア活動を通して社会性をはぐくむ指導の工夫

地域との交流を通して、リーダーシップをはぐむ指導の工夫

行 事

達成感と成就感を味わう行事運営の指導の工夫

他者と協力する態度と自己有用感をはぐくむ指導の工夫

の実践 に取 り組み、それぞれ に考察 を行 った。

事例1で は、ディベー トによ って自分の考 えをまとめ発言 し、他者の意見を聞 く機会を設

けることができた。今後 、討論活動 を組織す るな ど集 団としての課題解決能力を育成するこ

とが課題である。

事例2、 事例3で は、生徒会活動の特性 を活か して校内にとどま らず地域 に目を向けた活

動を通 して、社会参加 ・社会奉仕の精神 をはぐくむ きっか けを作 った。 これ らの活動 を継続

的に実施 し、多 くの生徒 に拡大 してい くためには、計画的な指導 と活動意欲 を高める指導の

工夫が求め られる。

事例4、 事例5で は、クラス代表の意識付けや文化部の連携 によ り文化祭を活性化する指

導を行 った。生徒の相互理解が深 まるとともに協力 して成 し遂 げる ことで、多 くの生徒達が

達成感 ・成就感 を味わった。 この経験 を 日常の活動への意欲 につなげることが必要である。

これ らの実践の中で、生徒が様々な人 とのかかわ りをもち、その活動 を通 して人間性 を豊

か にした といえ、当初のね らいを十分 に果た した。

しか しなが ら、今後 さらに豊かな人間性 をはぐくむには、今回の取 り組みにとどまらず

(1)家 庭や地域 との連携

(2)活 動 を継続 ・発展させ る指導の工夫

(3)活 動意欲 につながる活動の評価の在 り方

な どの観点で、様々な手法を用 いた働きか けが必要である。
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